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１
月
24
日
か
ら
１
８
６
通
常

国
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
安
倍

内
閣
は
、
こ
の
通
常
国
会
に
介

護
保
険
法
と
医
療
法
の
改
悪
を

一
本
化
し
た
「
地
域
に
お
け
る

医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確

保
を
推
進
す
る
法
律
案
（
仮
称
）
」

を
２
月
上
旬
に
も
提
出
す
る
予

定
で
す
。

内
容
の
異
な
る
法
案
を
抱
き

合
わ
せ
に
し
て
、
本
来
な
ら
そ

れ
ぞ
れ
独
立
し
て
審
議
す
べ
き

も
の
を
、
法
案
の
早
期
成
立
を

狙
っ
て
一
本
化
す
る
と
い
う
異

常
な
や
り
方
を
行
お
う
と
し
て

い
ま
す
。

介
護
で
は
、
要
支
援
者
の
訪

問
介
護
と
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
市
町
村
の
事
業
に
丸
投
げ
す

る
ほ
か
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
入
所
基
準
を
要
介
護
３
以

上
に
限
定
す
る
な
ど
、
介
護
保

険
制
度
の
根
幹
を
大
き
く
変
え

る
大
改
悪
を
盛
り
込
ん
で
い
ま

す
。医

療
で
は
、
医
療
費
削
減
の

た
め
に
病
床
高
度
急
性
期
な
ど

４
段
階
に
振
り
分
け
、
都
道
府

県
が
必
要
病
床
数
を
盛
り
込
ん

だ
「
地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
各

病
院
の
役
割
分
担
を
決
め
る
こ

と
に
す
る
な
ど
、
患
者
追
い
出

し
に
向
け
て
病
床
再
編
を
進
め

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
、
十
分

な
時
間
を
と
っ
て
徹
底
審
議
が

必
要
な
の
に
、
関
連
し
な
い
内

容
を
セ
ッ
ト
に
し
て
審
議
す
る

と
い
う
暴
挙
に
出
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

医
療
・
介
護
の
改
悪
を
ね
ら

う
セ
ッ
ト
法
案
阻
止
に
向
け
て
、

法
案
の
危
険
な
中
味
を
大
き
く

知
ら
せ
る
た
め
の
学
習
・
署
名
・

宣
伝
と
、
国
会
議
員
要
請
行
動

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

渋
谷
社
保
協
は
、
昨
年

12
月
25
日
に
渋
谷
駅
前
で

「
な
ん
で
も
相
談
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
年
の
瀬
と
い

う
時
期
だ
っ
た
の
で
、
路

上
生
活
者
へ
の
生
保
申
請

の
呼
び
か
け
と
相
談
が
中

心
と
な
り
ま
し
た
。

寒
さ
が
厳
し
い
中
、
生
活
相
談
が
４
件
あ
り
、
３
人
が

区
役
所
に
生
保
申
請
を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
路
上
生

活
者
の
中
に
は
、
申
請
を
拒
否
す
る
人
も
あ
り
、
秋
に
住

み
込
み
の
働
き
口
を
求
め
て
上
京
し
た
が
、
仕
事
に
就
く

こ
と
が
で
き
ず
に
路
上
生
活
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
弁
護

士
か
ら
「
生
活
基
盤
を
確
立
さ
せ
て
か
ら
職
を
探
そ
う
」

と
受
給
を
勧
め
ら
れ
て
も
「
生
保
で
は
、
生
活
が
窮
屈
に

な
る
か
ら
い
や
だ
」
と
頑
な
で
し
た
。

こ
の
相
談
会
で
は
、
お
に
ぎ
り
、
防
寒
グ
ッ
ズ
、
衣
服

の
無
料
提
供
活
動
も
行
い
、
相
談
者
・
利
用
者
か
ら
喜
ば

れ
ま
し
た
。
「
下
着
が
ほ
し
い
」
と
い
う
要
望
に
は
応
え

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
活
動
に
対
し
て
は
、
通
り

が
か
っ
た
方
か
ら
「
と
っ
て
も
い
い
活
動
を
し
て
い
ま
す

ね
」
と
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
相
談
件
数
は
９
件
（
生
活
４
件
、
介
護
１
件
、

法
律
１
件
、
税
金
１
件
、
行
政
１
件
、
そ
の
他
１
件
）
で

し
た
。
相
談
会
へ
の
参
加
者
は
10
団
体
、
25
人
が
参
加
し
、

お
に
ぎ
り
と
防
寒
グ
ッ
ズ
（
ホ
カ
ロ
ン
・
手
袋
）
は
84
個

を
配
布
し
ま
し
た
。

（
渋
谷
社
保
協
ニ
ュ
ー
ス
）



「
憲
法
前
文
や
９
条
の
平
和
主
義
は
、
他
国
の
人
間
が
見
た
ら
み

な
笑
う
」
「
東
京
湾
に
作
っ
た
っ
て
い
い
く
ら
い
日
本
の
原
発
は
安

全
だ
」
「
津
波
は
天
罰
」
な
ど
、
石
原
元
知
事
は
都
知
事
就
任
直
後

か
ら
暴
言
を
吐
き
続
け
、
都
民
の
暮
ら
し
、
命
を
脅
か
す
都
政
を
13

年
間
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
猪
瀬
知
事
も
こ
れ
を
継
承
し

て
き
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
東
京
の
高
齢
者
福
祉
は
以
前
は
47
都
道
府
県
で
第
２

位
で
し
た
が
、
東
京
都
だ
け
が
減
ら
し
続
け
、
い
ま
や
43
位
と
最
下

位
水
準
に
転
落
し
、
国
民
健
康
保
険
へ
の
都
独
自
助
成
も
３
２
０
億

円
（
99
年
度
）
か
ら
45
億
円
（
２
０
１
１
年
度
）
と
８
分
の
１
に
削

り
ま
し
た
。
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①
生
活
保
護
世
帯
９
万
５
６
４
２
世
帯
（
99
年
）
→
21
万
４
５
１
８
世
帯
（
12
年
）

②
高
齢
者
世
帯
の
年
収

３
０
０
万
円
以
下
68
・
４
％
（
２
０
１
０
年
）

③
母
子
世
帯
の
年
収

２
０
０
万
以
下
が
44
・
３
％
（
２
０
０
９
年
）

④
孤
立
死

６
７
５
４
人
（
２
０
０
７
年
・
23
区
）

⑤
一
般
病
床
数
（
人
口
10
万
人
当
り
）

６
２
５
・
４
床
（
全
国
41
位
２
０
１
０
年
）
１
９
９
８
年
か
ら
39
病
院
減

⑥
非
正
規
雇
用
者
数

76
万
人
（
１
９
８
７
年
）
→
１
９
６
万
人
（
２
０
０
７
年
）

⑦
年
収
２
０
０
万
円
未
満
の
雇
用
者
数

１
６
３
万
人
（
２
０
０
７
年
、
都
内
全
雇
用
者
の
25
・
８
％
）

⑧
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
待
機
者
数

４
万
３
０
６
０
人
（
２
０
１
０
年
）

⑨
都
営
住
宅
の
応
募
倍
率

世
帯
向
け
平
均
34
・
８
倍
、
単
身
者
向
け
平
均
52
・
９
倍
（
２
０
１
１
年
）

⑩
就
学
援
助
（
小
中
学
生
）

15
万
１
２
９
８
人
（
２
０
０
０
年
）
→

18
万
５
７
２
６
人
（
２
０
１
１
年
）

①
「
新
銀
行
東
京
」
へ
の
出
資
金
（
大
半
が
棄
損
）

１
４
０
０
億
円

②
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
推
進
費

４
１
５
３
億
円

③
東
京
外
郭
環
状
道
路
の
工
事
費
・
用
地
費

１
０
２
億
円

④
首
都
高
速
道
路
株
式
会
社
へ
の
出
資
金

１
１
１
億
円

⑤
過
大
な
水
需
要
計
画
に
よ
る
八
ツ
場
ダ
ム
な
ど
の
建
設
費

４
３
億
円

⑥
２
０
１
２
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
推
進
費

２
０
億
円

⑦
築
地
の
豊
洲
移
転
（
汚
染
対
策
・
実
地
設
計
費
な
ど
）

６
０
７
億
円

⑧
東
京
湾
埠
頭
整
備
（
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
化
）

１
９
２
億
円

⑨
ア
ジ
ア
ヘ
ッ
ド
ク
オ
ー
タ
ー
特
区
の
推
進
費

１
億
円

⑩
環
状
２
号
線
の
整
備
費
（
築
地
と
豊
洲
を
結
ぶ
）

２
８
６
億
円
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２
月
９
日
投
票
の
東
京
都
知
事
選
挙
は
、
く

ら
し
・
福
祉
を
切
り
捨
て
、
大
企
業
本
位
の
大

規
模
開
発
を
強
行
し
て
き
た
石
原
・
猪
瀬
都
政

か
ら
、
都
民
の
く
ら
し
と
福
祉
第
一
、
清
潔
な

都
政
に
転
換
す
る
選
挙
で
あ
る
と
と
も
に
、
安

倍
政
権
の
暴
走
に
ス
ト
ッ
プ
の
審
判
を
下
す
重

要
な
機
会
で
す
。

都
民
の
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
充
実
、
脱
原

発
、
災
害
に
強
い
街
づ
く
り
な
ど
の
要
求
実
現

の
た
め
に
全
力
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

●
東
京
の
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
の
医
療
費
一

部
負
担
の
無
料
化
に
向
け
て
、
当
面
75
歳
以

上
の
医
療
費
無
料
化
を
実
現
し
よ
う
。

●
国
保
料
（
税
）
や
後
期
高
齢
者
保
険
料
、
介

護
保
険
料
の
値
下
げ
の
実
現
を
。

●
医
療
・
介
護
・
年
金
な
ど
の
社
会
保
障
切
り

下
げ
に
反
対
し
、
都
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し

を
守
る
都
政
の
実
現
を
。

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
と
、
認
可
保
育
所
の
増

設
で
、
待
機
者
・
待
機
児
を
解
消
し
よ
う
。

●
貧
困
と
格
差
拡
大
の
都
政
を
、
都
民
本
位
に

転
換
さ
せ
よ
う
。

●
原
発
の
再
稼
働
に
反
対
し
ま
す
。

●
東
京
独
自
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
を

策
定
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
な

ど
に
よ
る
原
発
の
な
い
社
会
を
東
京
か
ら
。

●
原
発
事
故
被
害
者
を
積
極
的
に
支
援
し
、
東

京
電
力
の
責
任
を
問
い
ま
す
。

●
先
生
が
、
子
ど
も
た
ち
に
向
き
合
う
自
由
で

ゆ
と
り
あ
る
教
育
環
境
を
め
ざ
し
少
人
数
学

級
の
拡
大
を
。

●

い
じ
め
の
起
こ
り
に
く
い
教
室
へ
。

●

学
童
保
育
、
児
童
館
の
充
実
を
。

●
平
和
憲
法
の
「
改
正
」
に
反
対
し
、
人
権
と

民
主
主
義
を
守
り
ま
す
。

●
秘
密
保
護
法
廃
止
の
運
動
を
広
げ
ま
す
。

●
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
へ
」
の
声
を
東
京
か

ら
発
信
し
ま
す
。

●
「
福
祉
の
専
門
家
」
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
。

厚
労
相
時
代
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
な

ど
の
社
会
保
障
制
度
改
悪
を
「
本
当
に
よ
く

で
き
た
制
度
だ
」
と
実
行
し
推
進
。
介
護
保

険
料
の
引
き
上
げ
、
生
活
保
護
母
子
加
算
の

廃
止
、
最
低
賃
金
１
０
０
０
円
に
引
き
上
げ

を
敵
視
。

●
「
15
％
の
消
費
税
が
必
要
」
と
主
張
す
る
根
っ

か
ら
の
大
増
税
論
者
。

●
原
発
再
稼
働
を
、
出
馬
会
見
で
容
認
。

●
自
民
党
新
憲
法
起
草
委
員
会
事
務
局
次
長
を

つ
と
め
、
戦
争
を
め
ざ
す
改
憲
案
を
ま
と
め

た
人
。

●
首
相
時
代
に
、
当
時
３
％
だ
っ
た
消
費
税
を

７
％
に
引
き
上
げ
る
構
想
を
発
表
し
、
消
費

税
増
税
に
道
を
ひ
ら
い
た
人
。

●
首
相
の
と
き
は
、
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
の

65
歳
へ
の
先
送
り
や
年
金
保
険
料
引
き
上
げ

法
案
を
提
出
。

●
９
条
改
憲
論
者
で
、
国
連
の
名
で
海
外
の
軍

事
行
動
に
日
本
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
憲

法
を
変
え
る
こ
と
を
提
案
。

●
小
選
挙
区
制
と
政
党
助
成
金
を
導
入
し
た
人
。

●
佐
川
急
便
か
ら
の
１
億
円
の
裏
献
金
で
首
相

を
辞
任
。
猪
瀬
氏
の
裏
金
疑
惑
と
酷
似
。
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１
月
24
日
に
開
会
し
た
１
８
６
通
常
国
会

に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
案
の
具
体
化
と
し
て
、

介
護
保
険
法
と
医
療
法
の
改
悪
を
一
本
化
し

た
「
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合

的
な
確
保
推
進
」
法
案
が
提
出
さ
れ
ま
す
。

本
来
な
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
案
ご
と
に
審

議
す
べ
き
も
の
を
、
早
期
成
立
を
狙
っ
て
一

本
化
し
て
提
出
さ
れ
ま
す
。

な
ん
と
し
て
も
改
悪
法
案
の
成
立
を
阻
止

す
る
た
め
に
、
改
め
て
、
現
在
取
り
組
ん
で

い
る
「
憲
法
を
い
か
し
、
安
心
の
医
療
・
介

護
を
求
め
る
」
請
願
署
名
の
取
り
組
み
の
強

化
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
月
４
日
か
ら
、
国
会
行
動
が
行
わ
れ
ま

す
が
、
当
面
、
２
月
26
日
（
水
）
に
国
会
議

員
要
請
行
動
と
院
内
集
会
を
行
う
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
日
に
署
名
提
出
を
行
い
ま

す
の
で
、
現
在
集
約
さ
れ
て
い
る
署
名
用
紙

と
合
わ
せ
て
集
中
を
お
願
い
し
ま
す
。

＜当面の日程＞

２月 ５日（水）12時15分～ 国会行動（衆議院第２議員会館前）
２月 ９日（日） 東京都知事選挙投票日
２月１１日（祝）10時半～ 第47回障都連都民集会

（東京都障害者福祉会館・三田）
２月１９日（水）12時15分～ 国会行動（衆議院第２議員会館前）

18時～ 介護保険学習会 地評会議室
２月22～23日 生存権裁判を支える全国連絡会交流会
２月２６日（水）10時～ 国会議員要請行動

12時１５分～ 都議会開会日行動
２月２７日（木）13時３０分～ 常任幹事会
3月 ６日（木）１０時～ 第４４回東京社保協総会

（けんせつプラザ東京）


